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地域の皆さんが病院に愛着を持っていただけるよ
うに、また、未来の医療従事者を夢みてもらえるよ
うに、医師や看護師、薬剤師、臨床検査技師、診療
放射線技師、理学療法士、臨床工学技士、栄養士、
歯科衛生士など、さまざまな職種の仕事を体験でき
るように準備しています。たくさんの楽しい企画を
用意して待っています。
とき　７月25日㈭　10時～17時15分
ところ　市民病院

対象　碧南、西尾、安城、高浜市内在住の小学５・
６年生と保護者
※昨年参加した小学生は参加できません。
定員　12組程度（申込み多数の場合は抽せん）
申込み　７月１日㈪（消印有効）までに往復はがき
に必要事項を記入し、市民病院管理課（〒447-8502
平和町３－６）
往信裏面　①参加者氏名（ふりがな）、性別、保護
者氏名（ふりがな）、性別②学校名・学年③郵便番
号・住所④電話番号
返信表面　参加者の❶郵便番号・住所❷氏名
【記載例】

※７月10日㈬までに参加可否の連絡がない場合、お
問合せください。

ハナちゃん通信市 民 病 院
問合せ
市民病院管理課
☎（48）5050

問合せ
文化財課内市史資料
調査室　☎（41）4566

片山家には、水野家武将たちの武具と、縁起もの
の「勝栗」を用意したことが伝えられています。
忠重、太郎作ら水野家の武将たちは、家康の岡崎
城に入り、一揆方の大将を討ち取るという活躍が『徳
川実紀』など多くの歴史書に書かれています。
『片山家文書』には「これは水野家が徳川家に御奉
公する最初のできごとだ」と書いてあります。
片山家で浪人をしていた水野忠重、太郎作らは、
家康に仕え、この一揆で活躍すると、そのまま家康
に仕えました。『神有郷土記』には「岡崎の城主、
徳川家康は鷲塚村の城山に砦城を
築き、母の弟水野忠重をその城主
に任じ本村を支配させる」とあり
ます。浪人をしていた忠重は、姉
お亀のところに居たことで、家康
の窮地を助けることができました。
忠重、太郎作らは大活躍をし、そ
のまま家康に仕え、鷲塚の支配を
まかされました。家康22歳、忠重
23歳の時のことでした。

水野忠重とともに鷲塚へ来た水野太郎作（清久）
は、自らの覚書『水野左近覚書』を書き残していま
す。そのなかで、家康と太郎作の父親（太郎作清信）
との永禄６年秋の片山家でのやり取りが次のように
詳細に書かれています。家康は「桶狭間合戦の一番
やりは、太郎作殿であったとのことですが」と父に
問い、父は「その一番やりは、私でなく息子が一番
やりの高名をあげたのです」と答えたというのです。
「これは家康様にお仕え
する前のことですが、家
康様が一番やりのことを
御存じだったので覚書に
書くのです」と書いてい
ます。家康が忠重、太郎
作らに「我が陣営にある
べし」と説得したことも
書き残されています。

碧南の歴史へのいざない

小学生病院体験ツアーを開催します

Ｎo.61　鷲塚城主
水野忠重（４）

△神有郷土記
（個人蔵）

みずのさこんおぼえがき

とりでじょう
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進化と継承
本年４月１日より市消防団長に就任しました石川
鋼逸です。
我々消防団は地域防災の要として、自らの地域は
自らで守るという郷土愛の精神で市民の皆さんの安
心で安全な暮らしを築くために日々活動をしていま
す。
火災出動のみならず、地震、津波、風水害といっ
た大規模災害発生時における救助活動、避難誘導な
どに従事し、平常時には火災予防の啓もう活動、応
急手当の普及指導など多岐にわたり重要な役割を果
たしています。

しかし、近年の社会情勢の変化によって、団員数
の減少やサラリーマン化などにより消防団も様々な
課題に直面しています。時代と共に社会環境が刻々
と変化している今、消防団も時代と共に大きな変革
の時期を迎えています。今後起こりうる南海トラフ・
東南海地震などの大規模災害に備え、自らの地域は
自らで守るという強い精神力のある団員の育成と共
に団員の確保がやがて地域の力となり、そして碧南
市の安心、安全を守るという事につながります。
これからも市民の安心、安全のために組織の充実、
強化をより一層図り、自らの地域は自らで守るとい
う郷土愛の精神で行政、地域の皆さんと共に進化と
継承のバランス感覚を保ちながら市消防団としての
自覚と誇りを持ちまい進していきたいと考えており
ます。
皆様のご支援・ご協力そしてご理解を衷心よりお
願いいたします。

夏場は、水分の多い生ごみや草木ごみなどの量が
増える季節です。皆さんがごみの減量化をしていた
だくことで、ごみ収集業務の効率も良くなり、また
焼却コストも削減できます。ご協力をお願いします。
①生ごみは水をきり、草木は乾かして出しましょう
夏は、果物や野菜など水分の多い生ごみや、草木
のごみが多くなります。市では、毎年約12,000トン
の燃やすことのできるごみが各家庭から出されてい
ます。
一般的に、家庭ごみの約40％が生ごみと言われ、

そのうち約80％は水分といわれています。市の場合
は、年間約4,000トンもの水分をクリーンセンター衣
浦で燃やしていることになります。
各世帯が１日に10㏄でも生ごみの水切りをするこ
とで、市全体で年間約100トンのごみの減量につなが
り、焼却処理費用も削減できます。
生ごみは水をきり、草木は乾かしてから出しまし
ょう。

②多量のごみは、クリーンセンター衣浦への搬入を
お願いします
草刈り、庭木せん定、引っ越しなど、一時的にご
みが多量（市指定ごみ袋で10袋以上など）に出る場
合は、クリーンセンター衣浦への持ち込みをお願い
します。その場合は、市の指定ごみ袋でなくても搬
入できます。
③草木ごみは、木曜日または金曜日に分散して出し
ましょう
燃やすことのできるごみは、とりわけ週末明けの
月曜日や火曜日での排出が多くなり、ごみ収集作業
に支障をきたすことがあります。
草木などの腐敗しにくいごみの排出は、月曜・木
曜に排出の地域（市北部）は、なるべく木曜日に、
火曜・金曜に排出の地域（市南部）は、なるべく金
曜日に排出していただくと、ごみの排出量の分散化
ができ、効率の良い収集が行えます。ご協力をお願
いします。

消防団長
石川鋼逸さん

町をきれいに クリンピー情報局町をきれいに クリンピー情報局
問合せ　環境課ごみ減量係　☎（95）9899

ごみの減量化へのご協力をお願いします

ちゅうしん

問合せ
防災課地域防災係
☎（95）9875

消防団員募集中
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